
から
くり
人形
細工
や茶
運び
人形
の実
物が
見ら
れる

から
くり
展示
館。から

くり
人形
細工
や茶
運び
人形
の実
物が
見ら
れる 豊臣秀吉が生まれた 1537 年に、織田信長の叔父信康

によって建立された犬山城。
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民鉄 　紀行
名
古
屋
市
と
県
北
部
を
結
ぶ

名
古
屋
鉄
道
は
愛
知
・
岐
阜
２
県
に
ど
っ
か
と
腰
を
下

ろ
し
、「
名
鉄
」
と
い
う
略
称
で
庶
民
の
足
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
明
治
27
年
の
創
業
以
降
、
20
数
社
に
お
よ
ぶ

地
元
鉄
道
会
社
と
の
合
併
集
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
民
鉄

で
は
日
本
第
３
位
の
路
線
長
が
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
続

け
る
中
部
経
済
を
支
え
て
き
た
。

今
回
は
名
古
屋
と
県
北
部
の
観
光
文
化
都
市
犬
山
市
を

結
ぶ
「
犬
山
線
」
に
乗
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
行
く

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
「
犬
山
城
」
と
「
博
物
館

明
治
村
」
を
、
初
秋
の
空
気
の
な
か
で
た
っ
ぷ
り
満
喫
し

て
み
た
い
と
旅
心
が
と
き
め
い
た
か
ら
だ
。

名
古
屋
駅
前
地
区
は
、
こ
こ
数
年
の
超
高
層
ビ
ル
林
立

で
す
っ
か
り
様
子
が
変
わ
っ
た
。
そ
の
ど
真
ん
中
に
あ
る

名
鉄
百
貨
店
で
ド
リ
ン
ク
と
菓
子
を
入
手
し
て
、
地
下
売

り
場
か
ら
名
鉄
名
古
屋
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
入
る
。
犬
山

線
は
名
古
屋
本
線
の
庄
内
川
を
渡
る
と
す
ぐ
の
枇び

わ杷
島じ
ま

信

号
場
が
起
点
だ
。
昔
の
「
枇
杷
島
橋
駅
」
の
跡
、
江
戸
時

代
は
美
濃
路
（
東
海
道
と
中
山
道
を
結
ぶ
脇
街
道
）
の
道

標
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
枇
杷
島
市
、
小
田
井
の
市
と
呼

ば
れ
る
青
物
市
で
大
層
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
尾
張
城
下
へ

の
物
資
の
う
ち
、
木
綿
は
知ち
り
ゅ
う立

の
市
、
海
産
物
は
熱あ
つ

田た

、

そ
し
て
青
物
の
ほ
と
ん
ど
を
一
手
に
引
き
受
け
、
こ
こ
か

ら
の
犬
山
線
沿
い
は
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。

い
ま
は
名
古
屋
市
交
通
局
の
地
下
鉄
・
鶴
舞
線
が
上
小
田

井
駅
に
接
続
し
て
い
て
、名
鉄
と
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
。

犬
山
線
か
ら
鶴
舞
線
、
赤
池
駅
か
ら
豊
田
線
へ
と
都
市
利
用

が
格
段
に
便
利
と
な
っ
た
た
め
、上
小
田
井
駅
か
ら
先
の
沿

線
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
興
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
秀
吉
が
犬
山
城
に

特
急
が
停
車
す
る
「
江
南
駅
」
も
江
南
団
地
が
広
が
る

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
が
、
江
南
と
は
、
大
河
の
木
曽
川
か
ら

南
に
あ
る
町
と
い
う
の
が
語
源
ら
し
い
。
25
分
ほ
ど
で「
犬

山
駅
」
に
到
着
。
名
鉄
の
小
牧
線
や
広
見
線
と
も
こ
こ
で

接
続
す
る
が
、
隣
駅
の
「
犬
山
遊
園
駅
」
ま
で
足
を
延
ば

し
た
。
ホ
ー
ム
の
頭
上
に
お
サ
ル
が
描
か
れ
た
可
愛
い
モ

ノ
レ
ー
ル
が
あ
っ
て
、遊
園
地
と
世
界
サ
ル
類
動
物
園
「
日

本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」
に
直
行
で
き
る
。

駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
北
側
に
は
ゆ
っ
た
り
と
木
曽
川
が

流
れ
て
い
て
、
日
本
ラ
イ
ン
下
り
も
鵜
飼
の
船
乗
り
場
も

こ
こ
。
川
面
に
浮
か
ぶ
小
舟
の
群
れ
を
横
目
に
10
分
も
歩

く
と
城
前
の
広
場
に
つ
い
た
。
尾
張
の
小
京
都
と
呼
ば
れ

る
だ
け
に
史
跡
や
神
社
仏
閣
が
多
く
、
古
い
町
並
み
が
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
懐
か
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
国
宝
の

犬
山
城
は
天
文
６
（
１
５
３
７
）
年
に
織
田
信
長
の
叔
父

信
康
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
城
で
、
ま
た
の
名
を
「
白は
く
て
い帝

城
」
と
呼
ぶ
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
豊
臣
秀
吉
が
12
万

余
の
大
軍
を
率
い
て
城
に
入
り
、
小
牧
山
に
陣
を
し
い
た

徳
川
家
康
と
戦
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
国
宝
の
な
か
で

は
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
天
守
閣
４
階
へ
の
急
階
段
を
の

ぼ
っ
て
い
く
と
木
曽
川
か
ら
濃
尾
平
野
の
眺
望
が
開
け
る
。

晴
天
な
ら
遠
く
名
古
屋
の
ビ
ル
群
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
。

城
か
ら
下
り
て
濃
尾
の
総
鎮
守
「
針
綱
神
社
」
を
参

拝
。
桜
花
爛
漫
の
４
月
に
催
さ
れ
る
犬
山
祭
に
は
、
高
さ

８
メ
ー
ト
ル
３
層
の
車や

ま山
13
輌
が
、「
奉
納
か
ら
く
り
」
を

演
じ
な
が
ら
ね
り
歩
き
、
夜
と
も
な
る
と
万
灯
で
飾
ら
れ

て
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
。

城
前
広
場
の
観
光
案
内
所
で
旅
情
報
を
入
手
し
て
「
か

江戸時代の町並みが残る、尾張の小京都。

愛知県と岐阜県に総営業距離約445㎞の路線網を擁する名古屋鉄道。
犬山線は、名古屋市と県北部のベッドタウンを結ぶ。
犬山線に乗って、観光都市として名高い犬山市を訪ねてみた。

連載
28

名古屋鉄道・犬山線
［枇杷島分岐点信号場～
  新鵜沼］



夏目漱
石の家

。

明治時
代の典

型的な
中流住

宅。

明治文化を今日に伝える博物館

明治村
。
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民鉄 　紀行
ら
く
り
展
示
館
」
を
訪
ね
た
。
九
代
玉
屋
庄
兵
衛
氏
の

か
ら
く
り
人
形
細
工
の
実
演
や
、
お
な
じ
み
の
茶
運
び
人

形
の
実
物
も
見
学
で
き
る
し
、
実
際
に
か
ら
く
り
の
仕
掛

け
を
体
験
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。「
犬
山
文
化
資
料
館
」

に
入
る
と
ホ
ー
ル
に
は
犬
山
祭
で
曳
か
れ
る
車
山
２
輌
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
旧
犬
山
城
主
の
成
瀬
家
伝
来
の
貴
重

な
歴
史
史
料
が
拝
観
で
き
る
。

午
前
中
は
城
下
町
を
散
策
し
、
犬
山
駅
ま
で
も
ど
っ
て

「
博
物
館
明
治
村
」
行
き
の
バ
ス
に
飛
び
乗
っ
た
。
全
部

を
見
る
だ
け
で
も
１
日
で
は
足
り
な
い
よ
、
と
案
内
所
の

お
姉
さ
ん
に
ニ
コ
リ
と
さ
れ
た
か
ら
だ
。

博
物
館
・
明
治
村
を
探
訪　

維
新
の
夜
明
け
が
鎖
国
の
岩
戸
を
こ
じ
あ
け
、
数
条
の

光
が
文
明
開
化
の
大
輪
の
花
を
咲
き
誇
ら
せ
た
。
欧
米
の

文
物
や
制
度
が
流
入
し
、
石
や
煉
瓦
造
り
の
多
く
の
洋
風

建
築
が
世
の
中
の
変
化
を
体
感
さ
せ
た
に
違
い
な
い
が
、

美
し
い
明
治
建
築
も
時
代
の
流
れ
に
抗
す
る
す
べ
は
な
い
。

震
災
や
戦
災
な
ど
で
多
く
を
失
い
、
戦
後
の
都
市
開
発
が

終
焉
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
て
取
り
壊
さ
れ
る
運
命
が
せ

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
保
存
を
求
め
る
声
が
急
速
に
盛
り
上

が
っ
て
き
た
の
だ
。

入い
る

鹿か

池い
け

湖
畔
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
に
博
物
館
明
治

村
が
開
村
し
た
の
は
昭
和
40
年
3
月
の
こ
と
。
解
体
予

定
の
建
造
物
の
中
か
ら
選
ん
で
順
次
移
築
復
元
を
行
っ

た
。
開
村
当
時
は
札
幌
電
話
交
換
局
や
京
都
聖
ヨ
ハ
ネ
教

会
堂
、
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
の
住
宅
や
電
車
な
ど
の

施
設
物
15
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
67
件
に
達

し
、
敷
地
も
2
倍
近
く
の
１
０
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
東

京
ド
ー
ム
の
21
個
分
）
に
広
が
っ
て
い
る
。

正
面
玄
関
で
「
乗
物
１
日
券
」
付
き
の
入
村
券
を
購
入
。

推
奨
の
コ
ー
ス
と
し
て
１
丁
目
か
ら
５
丁
目
ま
で
の
各
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
コ
ー
ス
の
１

･

５
時
間
か
ら
、
ま
る
ご
と
明
治
村
コ
ー
ス
の
４
・
５
時
間

（
歩
行
約
７
キ
ロ
）
ま
で
あ
る
が
、
ま
ず
村
営
バ
ス
で
最

初
に
一
周
し
て
お
き
、
あ
と
か
ら
お
気
に
入
り
の
建
物
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
。
こ
れ
が
大
人
の
知
恵
だ
と
観
光
案
内

所
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
役
立
っ
た
。
乗
物
１
日
券
で

10
分
間
隔
の
バ
ス
に
乗
る
と
路
線
の
建
物
紹
介
が
テ
ー
プ

で
流
れ
て
い
る
し
、
Ｓ
Ｌ
や
市
電
も
乗
り
放
題
だ
か
ら
間

違
い
な
く
お
得
だ
。

正
門
か
ら
の
バ
ス
終
点
は
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
作
の
帝
国

ホ
テ
ル
の
玄
関
で
、
写
真
で
し
か
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た

か
ら
感
動
、感
激
。
お
腹
が
す
い
た
の
で
洋
食
屋「
浪
漫
亭
」

の
客
に
な
る
。
お
薦
め
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
激
辛
で
は
な

い
柔
ら
か
な
味
で
、
特
製
ス
ー
プ
と
も
ぴ
っ
た
り
の
明
治

の
味
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
明
治
村
食
堂
な
ど
4
カ
所
で
食

事
が
で
き
る
し
、
喫
茶
店
や
汐
留
バ
ー
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
カ

レ
ー
パ
ン
の
販
売
店
も
あ
る
。

明
治
時
代
の
蒸
気
機
関
車
に
乗
り
、
京
都
市
電
の
レ
ト

ロ
色
に
も
満
足
。
宇
治
山
田
郵
便
局
で
は
10
年
後
の
自
分

宛
の
手
紙
（
は
あ
と
ふ
る
レ
タ
ー
）
も
預
っ
て
も
ら
え
る
。

執
筆
業
の
端
く
れ
と
し
て
は
「
夏
目
漱
石
」「
森
鷗
外
」「
幸

田
露
伴
」「
小
泉
八
雲
の
避
暑
の
家
」
は
見
落
と
せ
な
い
の

で
自
然
に
足
が
早
く
な
っ
た
。

気
が
つ
く
と
腕
時
計
は
閉
園
の
午
後
5
時
を
指
し
て
い

る
。
聖
ザ
ビ
エ
ル
天
主
堂
が
薄
暮
の
空
に
シ
ル
エ
ッ
ト
に

な
っ
て
浮
か
ん
で
い
た
。
近
い
う
ち
に
も
う
一
度
チ
ン
チ

ン
電
車
に
乗
り
に
く
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

明治という時代にタイムスリップする。
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